













洗足論叢　第 47 号　平成 30 年度
研究ノート
《野ばら》に関する一考察




「童は見たり、野中の薔薇…」（ゲーテの詩、近藤朔風の訳）の歌は、シューベルト Franz Peter 


































1860 年代から 60 年位、《野ばら》は民衆詩なのか芸術詩なのか民謡の文献学的、実証的研究をし




1872（明治 5 年）位から《野ばら》は数多くの Song、Lied が学校唱歌集の輸入により日本に入って来た。
200 冊以上に及ぶ音楽関係の輸入本は少しずつ年代の変化と共に輸入先も移り、内容は多岐に渡る。ど
のように日本人に受容されたか、その経緯を追ってみよう。
1884（明治 17 年）、日本で『小学唱歌集 第 3 編』の第 89 曲に《花鳥》の名でヴェルナー作曲の 3 部
合唱として、教程の最終にハーモニーを教える為であろう、この《野ばら》の詩の歌曲が公式に採り上
げられた。
1909（明治 42 年）、近藤朔風訳詞ヴェルナー作曲《野なかの薔薇》（３声、無伴奏 Gdur）が「女声唱歌」
に、そして 1911（明治 44 年）、『西欧名曲集』《折薔薇》（単旋律、4 声体の伴奏譜 Es Dur）に登場した。
ヴェルナーの《野ばら》は 6/8 拍子でリズムの本質としては 2 拍子だが、感覚的には 3 分割を必要とし、
センチメンタルで物悲しい歌詞を伴って大流行した。大学の学生合唱団がヴェルナー作曲《野ばら》を

























てられ、10 ～ 12 歳の小学校の児童向けには、勝承夫訳がなされた。













2 － 3．《野ばら》収集の経緯 
数多くの作曲家が《野ばら》に作曲しており、その収集の経緯を簡潔にまとめると以下の様になる。
① エルンスト・シャリエ Ernst Challier（1843 ～ 1914）は『シャリエの大歌曲目録』（ベルリン私
家版 1885、ギーゼン追加版 1888、に計 48 人の作曲家名と後続補遣）作品番号、出版社名を示した。
② マクス・フリートレンダー Max Friedlaender（1852 ～ 1934）は『18 世紀のドイツ歌曲』（シュトゥッ
トガルト、ベルリン 1902, 第 2 巻）で 24 人の作曲家名を紹介し『同時代の作曲家によるゲーテの詩』
（ヴァイマール 1896）を数曲の《野ばら》を他の曲と共に紹介している。
③ ハンス・ヨーアヒム・モーザー Hans Joachim Moser（1889 ～ 1967）は『ゲーテと音楽』（ライプツィ
ヒ 1949）で 30 人の作曲家名を列記した。











1975 年に「ドイツ民謡文庫」の主任研究員、ロルフ W. ヴレードニヒ Rolf Wilhelm Brednich(1935 ～）
の資料の中に、ミヒャエル・フォン・アルブレヒトの『ゲーテと民謡』（ダルムシュタット 1972）があ
るが、この文献には《野ばら》の存在に関連し、154 曲という数字があげられている
エルンスト・シャーデ Erunst Schade、日本では坂西八郎（1931 ～ 2005 年）、土田悠平（1987 ～）等が《野
ばら》を研究している。
2 － 4．『野ばら 111 曲集』の年代順一覧 
『野ばら 111 曲集』（株）SLUR　坂西八郎、土田悠平共編を元に、本稿ではこの『野ばら 111 曲集』
について、その全体を考察する。ここに掲載されている作曲家を時代別に一覧したものを付録として末
尾に掲載している。それを纏めたものが以下の表である。
表 1　『野ばら 111 曲集』の年代順一覧
年　代 年代確定不能　21 曲
1752 生－ 1799 年生 20 曲
1800 生－ 1849 年生 43 曲
1850 生－ 1899 年生 16 曲
1900 生－以降 11 曲
計 90 曲
調性　Dur moll
C dur 7 曲 a moll 2 曲
G dur 24 曲 e moll 1 曲
F dur 27 曲
D dur 10 曲 h moll 2 曲
A dur 8 曲
B dur 1 曲
E dur 5 曲 cis moll 1 曲
H dur 1 曲
Es dur 9 曲
Des dur 1 曲 b moll 1 曲
As dur 7 曲 f moll 1 曲
Dur 計 100 曲 moll 計 8 曲





【年代】1800 ～ 1849 年生まれが最も多い
シューベルト（1791 ～ 1828）は少し時代が先立つが、以下の音楽家はこの時代の音楽家である。
ヴェルナー　Heinrich Werner（1800 ～ 1833）　
シューマン　Robert Shumann（1810 ～ 1856）　
ブラームス　Johannes Brahms（1833 ～ 1897）
【拍子】拍子に関しては、2/4 拍子が 39 曲と最も多く、次が 4/4 拍子 25 曲、6/8 拍子 22 曲の順で、2
拍子系が多い。4/8 拍子は 4 曲、2/2 拍子は 4 曲である。2 拍子系に比べ 3 拍子系は 3/4 拍子が 10 曲、
3/8 拍子が 4 曲である。　
【調性】調性は、Dur と moll では Dur が 100 曲、moll は 8 曲であり、圧倒的に Dur が多い。F dur が 27 曲、
G dur が 24 曲と #，♭ 1 つの曲が多く、D dur 10 曲、Es dur 9 曲、A dur 8 曲、As dur 7 曲、C dur 7 曲、


















































１．u ―　 ヤンブス Jambus
２．― u   トゥロヘウス Trochäus
３．u u ―　アナペスト Anapäst
４．― u u  ダクティルス Daktyls
５．u ― u  アンフィブラハウス　 Amphibrachus
ここでは、＜―＞は強音、アクセントのある拍を示し、＜ u ＞は弱音、アクセントの無い拍を表す。
5 番目のアンフィブラハウスは、アナペストとトゥロヘウスの経過的な形として生ずるものであり、基
本的には それ以外の 4 つのパターンが基本である。
詩は、基本的にこの 4 つの韻律で組織されており、抒情詩の大部分がどれかの韻律で書かれている。










（Ⅰ）　1 人の少年が 1 本の小さなばらが 咲いているのを見つけた。
 荒野の ばらを。
 非常に若々しく 朝の様に 美しかった。 
 彼は それを近くで見る為に すばやく走り寄った。
 喜びに満ちて それを見た。













 小さなばらは 抵抗して そして刺した。
 しかし 悲鳴や絶叫も小さなばらには役立たず
 まさに我慢せざるを得なかった。
 小さなばら    小さなばら    赤い小さなばら
 荒野の小さなばら
この詩は 5 行詩と 2 行の反復句からなる 7 行で構成される 3 節の有節詩である。韻律はトロヘウスで
統一され、3 節いずれも同じ韻律で書かれている。しかし原詩に記載したとおり、各行の最も強い意味
上のアクセント（各行の〇印）は微妙に異なっており、また各節の強調される行も異なっている。第 1
節は少年が見た荒野に咲く野ばらの描写、第 2 節は少年が余りに美しいので 野ばらを手折りたくなる
場面、そして第 3 節は実際にとうとう野ばらは手折られてしまうという結末から、3 節の中で第 3 節が
意味上のクライマックスといえる。
「ばらを手折る」の部分は中世の詩人ヴァルター・フオン・デア・フォーゲルヴァイデ Walter von 





シューベルトの野ばら (Heidenröslein D257 作品 3-3 ）は 1815 年 8 月に作曲され、イグナーツ ・モー
ゼル Ignaz von Mosel （1772 ～ 1844）に献呈された。ゲーテはシューベルトが最も好んだ詩人であった。

























第 1 節に作曲された音楽が、3 節同様に歌われる有節形式である。全体は 16 小節で、2 つのフレーズか
らなり、最初の4小節のフレーズが変形して2度繰り返される。フレーズの内部には2小節のサブフレー
ズがあり、バランスのとれた構成になっている。













シューベルトと同様、3 節の有節歌曲である。全体は 14 小節で 4 小節のフレーズが 3 つあり内部は 2
小節のサブフレーズで構成されている。シューベルトと同様、3 節の有節歌曲である。全体は 14 小節




4 － 4．2 つの《野ばら》の比較
２つの《野ばら》は、構成的にいずれも簡潔で民謡風の有節形式である。















い。特に最初のメロディーが 9 小節目からいったん戻り、12 小節目で高揚する所が素晴らしい。6/8 拍
子でありリズムの本質としては、2 拍子の安定したリズムと共に進行の奔放ともいえるダイナミックな
変化がある。
4 小節 ＋ 4 小節 ＋ 6 小節 に分かれる。









教科書に本来なら 1 曲ずつ掲載されているのが殆どだが、《野ばら》のみ 2 曲掲載されていることに
私は以前からずっと興味を抱いていた。そこで《野ばら》とは、どのような意味を持っているのかを
探ってみることにした。その結果、同じゲーテの詩に様々な作曲家が思い思いの作曲をし、その作品















　 　 名　前 年　代 拍子 調
1 075 Johann Friedrich Reichardt （1752 ～ 1814） 4/8 G＜注 1 ＞
2 012 Johann Friedrich Hugo von Dalberg （1760 ～ 1812） 2/2 h
3 027 Peter Grönland （1761 ～ 1825） 2/4 e
4 028 Georg Christoph Grosheim （1764 ～ 1841） 2/4 a
5 078 Andreas Romberg （1767 ～ 1821） 2/4 F
6 003-c Ludwig van Beethoven ＜注 2 ＞ （1770 ～ 1827） 2/4 h
7 068 Hans Georg Nägeli （1773 ～ 1836） 6/8 F
8 106 Christoph Ernst Friedrich Weyse （1774 ～ 1842） 6/8 C
9 094 Wenzel Johann Tomaschek （1774 ～ 1850） 3/8 A
10 039 Karl Gottlieb Hering （1776 ～ 1853） 2/4 C
11 049 Johann Christoph Kienlen （1783 ～ 1829） 6/8 G
12 072 Wenzel Plachy （1785 ～ 1858） 2/4 F
13 082 Franz Xaver Schnyder von Wartensee <1> （1786 ～ 1868） 3/8 A
14 083 Franz Xaver Schnyder von Wartensee <2> （1786 ～ 1868） 6/16 F
15 105 August Heinrich von Weyrauch （1788 ～ 1865） 2/4 F
16 036 Moritz Hauptmann （1792 ～ 1868） 2/4 B




18 084 Franz Peter Schubert （1797 ～ 1828） 2/4 G
19 076 Carl Gottlieb Reissiger （1798 ～ 1859） 2/4 As
20 009 Jeannette Antonie Bürde （1799 ～ 1874?） 2/4 D
21 104 Heinrich Werner （1800 ～ 1833） 6/8 F＜注 3 ＞
22 025 August Eduard Grell （1800 ～ 1886） 2/4 G
23 064 Adolf seninor M㶤ller （1801 ～ 1886） 4/4 Es
24 089 Ferdinand Stegmayer （1803 ～ 1863） 3/4 G
25 015 Heinrich Ludwig Egmont Dorn （1804 ～ 1892） 4/4 A
26 034 Johann Peter Emil Hartmann （1805 ～ 1900） 6/8 As
27 086 August Carl Schuster （1807 ～ 1877） 3/8 D
28 013 Constantin Decker （1810 ～ 1878） 2/4 C
29 085 Robert Schumann （1810 ～ 1856） 2/4 A
30 092 Carl Gottfried Wilhelm Taubert （1811 ～ 1891） 6/8 C
31 058 Carl Ludwig Amadeus Mangold <1> （1813 ～ 1889） 3/4 G
32 059 Carl Ludwig Amadeus Mangold <2> （1813 ～ 1889） 4/4 Des
33 018 David Hermann Engel （1816 ～ 1877） 4/4 D
34 063 Ferdinand M㶢hring （1816 ～ 1887） 6/8 G
35 022 Niels Wilhelm Gade （1817 ～ 1890） 2/4 G
36 062 Stanisław Moniuszko （1819 ～ 1872） 2/4 G
37 001 Alois Ander （1821 ～ 1864） 3/4 F
38 030 Johannes Hager （1822 ～ 1898） 2/4 F
39 110 Richard Ferdinand W㶤erst （1824 ～ 1881） 6/8 D
40 099 J.F.Volckerik （1825 ～ 1897） 6/8 C
41 019 Daniel Reinhold Finsterbusch<1> （1825 ～ 1902） 2/4 G
42 020 Daniel Reinhold Finsterbusch<2> （1825 ～ 1902） 2/4 F
43 005 Adolf Blanc （1828 ～ 1885） 3/4 Es
44 079 Heinrich von Sahr （1829 ～ 1898） 4/8 G
45 088 Gustav F.Selle （1829 ～ 1913） 3/4 As
46 067 Richard M㶤ller （1830 ～ 1904） 2/4 G
47 066 Carl Christian M㶤ller （1831 ～ 1914） 4/4 A
48 044 Salomon Jadassohn （1831 ～ 1902） 4/4 G
49 045 Joseph Joachim （1831 ～ 1907） 2/4 G
50 074 Bruno Ramann （1832 ～ 1897） 4/4 G
51 004 Johann Gottfried Heinrich Bellermann （1832 ～ 1903） 6/8 F
52 007 Johannes Brahms （1833 ～ 1897） 2/4 F
53 108 Peter Nikolai von Wilm （1834 ～ 1911） 2/4 G
54 057 Jørgen Henrik Malling （1836 ～ 1905） 2/4 D
55 065 Adolf j㶤ngere M㶤ller （1839 ～ 1901） 4/4 Es
56 008 lngeborg von Bronsart （1840 ～ 1913） 4/4 Es
57 050 Arno Kleﬀ el （1840 ～ 1913） 3/4 As
58 040 Alexis Hollaender <1> （1840 ～ 1924） 2/4 F
59 041 Alexis Hollaender <2> （1840 ～ 1924） 2/4 G
60 042 Alexis Hollaender <3> （1840 ～ 1924） 2/4 Es




62 091 Per Jonas Fredrik Vilhelm Svedbom （1843 ～ 1904） 6/8 F
63 102 Karl Gustav Weber （1845 ～ 1887） 4/4 F
64 038 Carl Alb. Wilh.Richard Henneberg （1853 ～ 1925） 3/4 F
65 046 Rafael Joseﬀ y （1853 ～ 1915） 2/4 A
66 033 Hans Harthan （1855 ～ 1936） 2/4 G
67 060 Franz Ludwig Veit Marschner （1855 ～ 1932） 6/8 b
68 071 Rudolf Philipp （1858 ～ ? 2/4 F
69 111 Johann Gustav Adolf Hans von Zois （1861 ～ 1924） 3/4 Es
70 056 Josef Liebeskind （1866 ～ 1916） 2/4 E
71 093 Richard Runciman Terry （1867 ～ 1938） 4/4 G
72 055 Franz Lehár （1870 ～ 1948） 3/4 F
73 029 Richard G'schrey （1872 ～ 1956?） 3/8 G
74 021 Carl Futterer （1873 ～ 1927） 2/2 Es
75 061 Romanos Owakilowitsch Melikjan （1883 ～ 1935） 2/2 cis
76 069 Edmund Nick （1891 ～ 1974） 6/8 D
77 070 Jacob Natanael Nyvall （1894 ～ ? 4/4 F
78 023 Georg Götsch （1895 ～ 1956） 2/2 F
79 011 Stephan Cosacchi （1903 ～ 1986） 4/4 a
80 077 Quirin Rische （1903 ～ 1989） 4/4 As
81 031 Hilde Hager-Zimmermann （1907 ～ 2002） 4/4 G
82 048 Yoshio Kamimoto 上元芳男 （1912 ～ 1996） 2/4 F
83 100 Heiner Vollenwyder <1> （1914 ～ 1971） 4/8 D
84 101 Heiner Vollenwyder <2> （1914 ～ 1971） 4/8 D
85 047 Gerdraud Kaltenecker （1915 ～ 2004） 4/4 無調
86 053 Ernst Kutzer （1918 ～ 2008） 6/4 f




88 032 Karl Haidmayer （1927 ～ ? 4/4 旋法
89 016 Kyoichi Enda 遠田 京市 <1> （1935 ～ 　 6/8 F
90 017 Kyoichi Enda 遠田 京市 <2> （1935 ～ 　 6/8 F
年代確認不能　21 人　計 111 曲
注
＜注 1 ＞ 以下大文字は dur 、小文字は moll とする
＜注 2 ＞ 003-a はベートーヴェンの未完成の楽曲の断片（3曲）である。 1818 年　G dur 4 小節　2/2
1820 年　C dur 8 小節と 2 拍 4/4
1822 年　C dur 1 小節と 3 拍 4/4





＜注 3 ＞ 原曲は E dur である。
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